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「熊谷ファームラボ」「熊谷ファームラボ」とは？とは？
　令和４年１月に策定された「熊谷市農産物ブラ
ンド化戦略」のプロジェクト名称です。熊谷市農
産物やその加工食品のブランド化に意欲のある者
を「熊谷ファームラボ」プレイヤーに認定し、熊
谷市農産物ブランド化促進協議会がサポートして
ブランド化を支援します。

ロロンかぼちゃ（ナイストラ
イかぼちゃ（商標登録済））は、
ラグビーボール型のかぼちゃ
で、肉質はキメが細かくて柔ら
かく、加熱によって栗のような
上品な甘みとホクホクなのにな
めらかな食感を持つかぼちゃで
す。
ナイストライかぼちゃは、2019年にアジアで初め
て開催されたラグビーワールドカップ日本大会を機
に、東京都中央卸市場の元役員の佐藤さんが、この
かぼちゃを自身の出身地である熊谷市に定着させた
いと思いたち、その熱い想いを熊谷青果市場の飛田
社長が受け止め、早速地域への導入を図りました。
ラグビータウン熊谷をアピールするため、市内の
小中学校などで展示したり、様々な場所で販売を行っ
たりして、多くの人にナイストライかぼちゃを認知し

「フルベル」は、当
市場が手掛ける６次化
ブランドとして誕生し
ました。ジェラートの
本場イタリアの言葉
で、果実＝「フルッタ」
と野菜＝「ベルドゥー
ラ」から名付けられて
います。果実と野菜を
丸ごと利用することに
より、産地と生産者の
想いに応えたいという意味も込められています。
熊谷市農産物を原料とした加工食品のフルベル
ジェラートは、熊谷市産のブルーベリー、ナイス
トライかぼちゃ、江南産の大豆「借金無し」で作っ

てもらいました。そして、翌年から市内3軒の農家
に生産を依頼し、埼玉県大里農林振興センターやJA
くまがやとタッグを組みながら、栽培を始め、現在
では20数軒の農家が生産しています。また、味を
重視した栽培に切り替え、熟度判定や荷造規格など
の品質にこだわり、ブランド化を図っています。規格
に合わない物は、市内菓子店へモンブラン、ジェラー
トなどの加工用に販売するなど、生産者の収入にも
配慮しています。ラグビータウン熊谷の新たな名産
品として生産者、加工者、販売者を
パスでつないで消費者にナイストラ
イ!を目指します。
あわせて熊谷ファームラボでは、
知名度を向上させるため、市内中学
生のラガーマンの協力を得て収穫風
景の動画を撮影しSNSへ投稿するな
どPRに努めています。

たきな粉などを利用するほか、味には全く問題な
いのに形が悪いなどの理由で、市場に出回らない
規格外品も使用し、「もったいない」を当市場にし
かできない形で「より価値あるものへ」アップサ
イクルして、サステナブルな取り組みをしていま
す。
市場に入荷される果物たちを、目利きのプロが
厳選し、素材を贅沢に使用し、市場の流通サイク
ルの様々な青果物も使い、人工的な香料や着色料
などを一切使用せず食材の持っている自然の特性
を十分に活かしたジェラートです。
地域との共同開発や、ナイストライかぼちゃや
ブルーベリーなど地場産品を使った商品展開など
を通じ、地域の活性化を目指すとともにフルベル
ブランドを通じて生産者支援を行います。

熊谷ファームラボ　認定
株式会社熊谷青果市場

代表取締役社長

飛田　修 氏

令和4年度認定　農産物　第1号　ロロンかぼちゃ（ナイストライかぼちゃ）

令和 5 年度認定　加工品　第 2 号　フルベルジェラート
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　本市農業の発展のため、次のような予算編成をしました。そのトピックスを示します。

元気な農業支援事業（5,000千円）

担い手育成支援事業（25,450千円）

⃝農業機械購入に係る経費の一部を助成
認定農業者　事業費の3/10以内　上限20万円
認定新規就農者　事業費の1/2以内　上限20万円
農産物年間販売額50万円以上の者　3/10以内　上限10万円

⃝�個人の経営体が法人化した場合に1件当たり10万円を助成
⃝�次世代を担う農業者になることに強い意欲を持つ認定新
規就農者に新規就農総合支援事業営農開始資金（年間
150万円最長3年間）、経営発展支援事業（機械・施設
補助、補助対象事業費上限額1,000万円　※本人1/4負
担）、またはその両方（経営発展支援事業の補助対象事
業費上限額500万円　※本人1/4負担）を支給　
⃝�地域計画に位置づけられた者が導入する農業用機械等経
費の3/10以内（上限300万円）を助成
⃝�地域計画に位置づけられた者等から経営を継承した後継
者が経営発展に関する計画に取り組む経費を助成（上限
100万円）
⃝�担い手育成塾の塾生に対して、受講料を除く研修経費を
助成

令 和 ６ 年 度 農 林 水 産 業 予 算

農業政策課　 TEL  048-588-9987

地域計画の

　　　　話合いに

ご参加ください！

　昨年12月から３月までに市内全２４地区で第
１回の話合いを行いました。
　１回目の話合いでは地域計画の概要説明や農
地利用の変更点の説明に加え、各地区での課題
や解決策について皆さんから意見を出していた
だきました。出席された皆さんの考えを共有する
ことが出来たと考えています。
　４月以降の２回目の話合いでは、耕作者ごとに
農地を色分けした地図をもとに「今後誰がどこの

農地を耕作するか」等、将来の農地利用につい
ての話合いを行います。
　引き続き話合いにご参加いただきますようよ
ろしくお願いいたします。

♦農業政策課　 TEL 048-588-9990

収入保険加入推進事業（1,500千円）

農業制度資金支援事業（10,720千円）

農地利用改善事業（4,000千円）

⃝�自然災害や価格低下など経営努力では避けられない収入
減少の一部を補償する収入保険について、新規に令和7
年の保険に加入する経営体に保険料の一部を助成
　保険料の1/2、100円未満切捨て、上限5万円

⃝農業近代化資金の利用者に支払利子の一部を助成
⃝農業後継者育成資金利用者に支払利子の一部を助成
⃝�農業後継者育成資金の原資となる資金をくまがや農業協
同組合に預託

⃝�耕作放棄地を再生し5年以上の利用権を設定して耕作を
する経営体に対し、10a当たり3万円の助成
⃝�農地の有効活用のために、畦畔を除去し一体利用に協力
した農地の出し手（所有者）に10a当たり1万円助成

農地利用最適化推進事業（3,900千円）

　遊休農地解消のため、ＪＡくまがやの「アグリサポート
（草刈り事業）」と連携して管理農地へ復元し、担い手農
家に結びつけるための除草費用の一部を補助します。

農業委員会事務局　 TEL  048-501-5501

農産物ブランド化推進事業（5,370千円）

多面的機能支援事業（205,261千円）

⃝�「熊谷の顔」となる農産物と農産物加工品のブランド化
を推進するため、生産・流通・消費につながる仕組みづ
くりを研究する生産者へ助成（農産物10万円・農産物
加工品30万円）

　農地だけでなく、農道や水路の除草等保全管理のための
地域ぐるみの活動を支援
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熊 谷 市 賃 借 料 情 報

　令和5年1月から令和5年12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10a
当たり年額）は、以下のとおりとなっています。
　賃借料を設定する場合は、対象農地の状況に合わせ、当事者間で十分に協議し、決定して
ください。

※1　�実際に締結した賃貸借契約（著しく高額又は低額なものを除外し、物納支給は玄米価
格で換算）の賃借料に関するデータによるものです。

※2　「平均額」は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。
※3　使用貸借の割合は、除外を含む全筆数に対するものです。
※4　中間管理事業を利用した案件は、対象としていません。

♦農業委員会事務局　 TEL 048-501-5501

令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日

１　田の部（10ａ当たり年額）
地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）
熊　谷 5,700 円� 10,000 円� 2,000 円� 277 筆� 219 筆� 41%
妻　沼 5,100 円� 9,000 円� 2,000 円� 140 筆� 162 筆� 51%
大　里 5,200 円� 6,600 円� 2,880 円� 81 筆� 194 筆� 70%
江　南 5,100 円� 8,000 円� 1,920 円� 263 筆� 76 筆� 22%

２　畑の部（10ａ当たり年額）
地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 使用貸借（無償）
熊　谷 4,500 円� 8,000 円� 2,000 円� 38 筆� 119 筆� 73%
妻　沼 7,400 円� 11,500 円� 2,480 円� 102 筆� 218 筆� 68%
大　里 7,900 円� 10,000 円� 3,830 円� 11 筆� 32 筆� 74%
江　南 5,800 円� 10,282 円� 1,920 円� 63 筆� 27 筆� 28%

　現在、熊谷市で就農をしたい方が直面する課題として、農機具や倉庫などの確保の
問題があります。就農する農地が見つかっても、トラクターなどの農機具や、出荷調
整や農機具を保管する倉庫が用意できず、困っています。使用していない農機具また
は倉庫などがありましたら、農業政策課までご連絡ください。農機具や倉庫、作業場、
空きハウスなどを希望する新規就農者等に紹介します。

♦農業政策課　 TEL 048-588-9990

　くまがや農委だよりは、JAくまがやを通して各農家の方へお配りしていましたが、第77号（令
和6年７月1日発行）から、各自治会の班回覧方法に変更になります。
　農委だよりは、市ホームページに掲載のほか、冊子については、熊谷市役所本庁舎、各行政セ
ンター及びJAくまがや各支店等にあります。　　　��♦農業委員会事務局　 TEL 048-501-5501

使用していない農機具や倉庫、空きハウスなどがありましたらご連絡ください

農委だよりの配布方法が変更になります
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※�この料金表はあくまでも目安です。実際に作業委託する場合は、双方で十分話し合いを
してください。また、燃料費や農業用資材費等の高騰が続いていますので、応分の上乗
せも話し合ってください。

♦熊谷市受託農業経営事業運営協議会　農業政策課　 TEL 048-588-9987

令和６年４月１日
【消費税込み料金、単位：円】

区分 作業種目 単位 金額 備考

基
盤
整
備
済
農
地

耕 耘 10ａ当 7,000� １回耕耘
畦 塗 り 片面 4,500� １作業（１００ｍ基準）
代 か き 10ａ当 8,000�
機 械 田 植 10ａ当 9,500� 苗運搬は別途料金　側条施肥の場合は 3,000 円増し
水 稲 収 穫 10ａ当 19,000� 自脱コンバイン　結束は 2,000 円増し
麦播種（水稲直播） 10ａ当 6,500� 播種のみ

麦 収 穫 10ａ当 17,000�
自脱コンバイン
　結束は 2,000 円増し

麦 収 穫 10ａ当 16,500�
普通型コンバイン
（運搬込み）

未
整
備
農
地

耕 耘 10ａ当 8,000� １回耕耘
代 か き 10ａ当 9,000�
機 械 田 植 10ａ当 10,500� 苗運搬は別途料金　側条施肥の場合は 3,000 円増し
水 稲 収 穫 10ａ当 20,500� 自脱コンバイン　結束は 2,000 円増し
麦 収 穫 10ａ当 18,500� 自脱コンバイン　結束は 2,000 円増し

⃝�その他の作業等
作業種目 単位 金額 備考

水 稲 育 苗 １箱当 800� 成苗まで
収 穫 物 運 搬 10ａ当 3,000� 籾・麦
籾 乾 燥 調 製 １㎏当 35� 小型乾燥機
麦 乾 燥 １㎏当 35� 小型乾燥機
麦 稈 収 集 10ａ当 6,500� ベ－ラ－ボックス梱包 (搬出込 )
肥 料 散 布 10ａ当 4,000� 肥料代別途
防 除 10ａ当 4,500� 薬剤費別途
農 地 の 通 年 管 理 10ａ当 38,000 ～

　わらは、大切な資源です。有効活用しましょう。
　二毛作地帯では、わらを焼却すると地力が低下します。わらをすき
込むなど堆肥化還元し、地力を高めましょう。
　焼却により、市役所には、「洗濯物に臭いがつく」等の苦情が、多数寄せられます。
　また、煙による視界不良が原因で、交通事故が起きてしまうおそれもあります。焼
却を自粛していただき、やむを得ず焼却する場合は、事前に近隣住民へお声がけをす
るなどの周知をお願いします。　　　　　　　　♦農業政策課　 TEL 048-588-9987

わら等の焼却防止及び有効活用のお願い

令和６年度 　農作業受託標準料金表
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　所有者不明土地問題の解決に向けた法律が令和 3年に改正され、令和６年４月
１日から相続登記の申請が義務化されます。義務化の施行日（令和６年４月１日）
前に発生した相続についても施行日から３年以
内の登記の申請が義務付けられています。早め
に法務局に相続登記を行いましょう。
　相続登記の手続きは、司法書士など専門家に
依頼することもできます。詳しくは、法務省ホー
ムページをご覧ください。
　また、農地の相続登記完了後、農業委員会事
務局へ届出書の提出をお願いします。

♦農業委員会事務局　 TEL 048-501-5501

　水田活用の直接支払い交付金における交付対象水田について、令和４年度以降継　水田活用の直接支払い交付金における交付対象水田について、令和４年度以降継
続して５年間水張り（水稲作付け）が行われていない農地は交付対象としない方針続して５年間水張り（水稲作付け）が行われていない農地は交付対象としない方針
が農林水産省から示されました。が農林水産省から示されました。
　このため、今後も交付金申請をされる方は、５年に一度は水張りを行うようお願　このため、今後も交付金申請をされる方は、５年に一度は水張りを行うようお願
いいたします。また事務局で現地確認をいたしますので、営農計画書の提出についいいたします。また事務局で現地確認をいたしますので、営農計画書の提出につい
ても重ねてお願いいたします。ても重ねてお願いいたします。
⃝⃝問い合わせ　♦農業政策課（熊谷市農業再生協議会事務局）　問い合わせ　♦農業政策課（熊谷市農業再生協議会事務局）　 TEL 048-588-9987048-588-9987

　野菜残渣及び農業用資材の適切な処理にご協力ください。
　市役所へ、「圃場へ置かれた野菜残渣の臭いがひどい」「強風によっ
て、残渣や農業用資材が飛んでくる」といった声が寄せられています。
　収穫後の残渣等は長期間放置せず、適宜すきこみ作業等をお願いします。また、
農業用資材が強風等により道路等へ散乱し、交通事故に繋がってしまう可能性もあ
ります。農業用資材に関しましても、適切な管理及び処分にご協力ください。

♦農業政策課　 TEL 048-588-9987

令和 6年 4月 1日から相続登記の申請が義務化されます令和 6年 4月 1日から相続登記の申請が義務化されます

【野菜【野菜残残
ざんざん

渣渣
ささ

及び農業用資材の適正な処理のお願い】及び農業用資材の適正な処理のお願い】

水田活用の直接支払い交付金に水田活用の直接支払い交付金に
おける交付対象水田の見直しおける交付対象水田の見直し（５年水張りルール）について（５年水張りルール）について
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　農薬の使用にあたっては、農薬を安全かつ適正に使用するために「農薬取締法」に従っ
て使用することが求められます。安心安全な農産物を生産するため、使用基準は必ず守る
とともに、農薬の使用に伴う事故を防ぐため細心の注意を払うよう努めましょう。

１　ラベルの確認
　農薬を散布する前に必ずラベルを確認し、登録内容とおりに散布をしましょう。

２　その他の注意事項
・�防除器具の洗浄が不十分だと器具の中に残った農薬が次に散布するときに混ざってしまうおそれ
があります。器具の洗浄を十分行うこと、除草剤と殺菌殺虫剤の器具を分けること等により農薬
被害を防ぎましょう。
・�特に１つのほ場に複数の作物を栽培している場合は他の作物にかからないよう注意しましょう。
・�不要農薬は熊谷市で処理しないごみとなっています。購入店やＪＡ、処理業者に相談し廃棄しま
しょう。　　　　　　　　　　　♦大里農林振興センター農業支援部　 TEL 048-526-2210

②使用回数について
　有効成分ごとの総使用回数が決められています。商品名が異なる農薬でも同一成分が含
まれる場合があるので注意しましょう。
　また、使用回数の数え方は、収穫が１回である野菜等の農作物は、種子の準備から収穫
終了までの間に使用する農薬の回数、果樹等は前作の収穫終了後から今作の収穫終了まで
に使用する農薬の回数を数えます。

農薬の適正使用のポイント

①倍率の計算方法
　農薬の効果を最大限に発揮するためには、ラ
ベルに記載された希釈倍率を守ることが重要で
す。農作物に薬害が生じることや薬剤の効果が
弱まる可能性があります。

例　500倍の散布液を100L作る場合
　　100L÷500倍＝0.2L　➡農薬は200ml入れる

農薬の量（L）=水量（L）÷希釈倍率

成分の総使用回数に注意

【ラベル例】 農林水産省登録第〇〇○号

作物名 適用
病害虫

希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用回数

使用
方法

△△を含む農薬
の総使用回数

トマト アブラムシ類 1000～
2000倍

100～
300L/10a

収穫前日
まで 5回以内 散布 5回以内

ミニトマト アブラムシ類 2000倍 100～
300L/10a

収穫前日
まで 2回以内 散布 2回以内

最終有効年月（西暦下 2けた）24.11

③使用する作物について
　薬剤ごとに使用できる農産物が異なり
ます。名前や形状が似た農産物に同じ農
薬が使えるとは限りません。散布する農
産物の登録内容を必ず確認しましょう。

【間違いやすい農産物の例】
トマト

※直径3cmより大きい
ミニトマト
※直径3cm以下

だいず えだまめ
いんげんまめ
※成熟した種子

さやいんげん
※未成熟なさや付きの豆

散布する作物の登録内容を確認
農薬の登録を確認

有効年月以内か確認
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熊谷市農業委員会　
この「農委だより」は、8,400 部作成し、印刷経費は 1部当たり17.38 円です。

〒360-0292　埼玉県熊谷市弥藤吾 2450 番地（妻沼庁舎）E-mail:nogyo［アットマーク］city.kumagaya.lg.jp
TEL 048-501-5501( 直通 )/048-588-1321（代表）内線 317,324/FAX　048-588-1326

　今から３年前の2021年第27回「農業委員会だより」全国コンクール（一
般社団法人全国農業会議所・全国農業新聞主催）で熊谷市農業委員会が発
行する「くまがや農委だより」が最優秀賞に輝きました。最優秀賞は、平
成 7 年、13 年、28 年に次ぐ 4 度目の快挙を成し遂げ名誉ある賞を、私
が編集委員長の時代に頂いたことは、事務局をはじめ編集委員全員の努力
の賜物と唯々感謝を申し上げる次第であります。今後もくまがや農委だよ
りの愛読を御願い致します。　　　　　　　　　（編集委員　木部　富次）

編　集　後　記編　集　後　記
委 員 長 森 田　 豊
副 委 員 長 中嶋　儀臣
委 員 福島　清一
委 員 石井　芳夫
委 員 栗原　一森
委 員 𠮷田　正己
委 員 柿沼　憲雄
委 員 林　 和 弥
委 員 木部　富次
委 員 夏目　亮一

編 集 委 員

農業委員
西部第２地区　笛木　清

よもやま話
yom o y a m a

よもやま話
yom o y a m a

「農作業の思い出
と社会の変化」

　私の育った下増田地区は、熊谷市の隅に位置し
西側が深谷市、東・北側が旧妻沼町（現在は熊谷
市）、辺り一面は田んぼだらけで主に米麦、一部
畑もあり、養蚕等が行われていました。子供の頃
は農繁期には学校が休みになり、小さいながらも
あてにされ家の手伝いをしました。麦刈り後の田
植えは家族親戚の人たちと大勢で横並び一列にな
り、人力により手で行いました。その頃は一反の
田がとても大きく感じ、時間もかかりつらく大変
な作業でした。秋には、稲刈り用の鋸鎌を手に持っ

て、同じく横並びになって皆で稲を刈り取りまし
た。刈り取り作業の時に、稲が株ごと抜けてしま
うことがあり、するとそこの土の中から冬越しを
始めたドジョウがきれいな土壁のような巣の中に
まとまっていました。又、この頃は養蚕も春、夏、
秋と年 3 回行っていました。専業農家に生まれ、
小さいころから自分は農家の跡取りだと当たり前
のように思って育ち、そして農業高校に進学しま
したが、昭和 40 年代になると、社会経済の急激
な変貌と高度成長により生活水準、様式が変化し、
経済成長に伴う地域社会の所得水準の向上、これ
ら社会の急激な変化に伴い、収入が不安定な農業
より会社員のほうが安定した収入が得られると考
え方向転換し、高校卒業後は就職を選択し、その
時から兼業農家として現在に至っています。今は、
米を作っていますが、今後、露地野菜等の作付け
を行っていきたいと思います。

　祖父の時代から鍛冶屋を営んでおり、父が農機
具屋を始めました。代々農機具に携わって私が３
代目となります。現在は、米麦も生産する兼業農
家として生活をしています。
　代々農機具屋を営む農家として、機械に少しば
かりの手をかけてあげることを意識してみてほし
いです。燃料や肥料の高騰、温暖化による煽りは
直接的に収益等に関わってきます。私も肌で感じ
ていますが、自分ではコントロールできないこと
です。機械のメンテナンスをすることで故障した

時の時間のロスや機械の修理費等をおさえること
ができます。
　具体的に３点ポイントを挙げると
①毎使用前にオイル等、冷却水類のチェック
②ジョイントや、足回りにグリスを差す
③毎回使用後はラジエーター回りや、エアクリー
ナーのゴミを取り払う　等です。
　農業機械の特性の一つとして、短期間に集中的
にしか起動しないものも多く、特にそういった機
械は、シーズンの１ヶ月前には試験運転をし、動
作確認をしてほしいです。万が一、特殊な部品を
取り寄せる場合も、余裕のある修理が組めれば滞
りなく農作業に取りかかれるからです。
　大切な農機具にちょっとした手をかけてあげる
ことを続けていくことで、結果的に地域全体で生
産性向上を目指していけるはずです。

「手をかける」
農地利用最適化推進委員
北部第 2地区 林　和弥


